
ゆのまえ 議会だより

今号の写真
　公職選挙法では、政治家の挨拶状や
寄附行為が禁止されています。
　総務省や各自治体では、「三ない運動」
に取り組んでおり、本町議会もこの啓発に
向けて議会改革調査特別委員会で取り組ん
でいます。

特集につづく・・・

  P2  特集　町長・議員との「やりとりルール」

 P4  本会議　コロナの次は物価高騰支援
P8    一般質問　４人が執行部の考えを質す

P13  全員協議会　ストップ！空き家

P14  委員会　本町のスマート田んぼダム３９筆

P16  一部事務組合　どうする！人吉球磨の消防体制

P18  議員派遣　創造的人材で地域経済の循環づくり

P19  議会の窓　台風被害にどう備える

P20  住民の声

「住民に見える議会」
「住民が参加しやすい議会」   

「議会力・議員力の向上」を実現する     40No.
令和4年

11月15日発行

総務省・㈶明るい選挙推進協会

みんなで徹底しよう「三ない運動」

贈らない！

求めない!

受けとらない!



有権者の皆さまもご留意ください

 町長・議員との
　　 　「やりとりルール」
クリーンな政治活動を推進
新聞やテレビなどで、政治家から有権者への配布物を違法とする報道をときどき見
かけます。これらを受けて、議会改革調査特別委員会で公職選挙法（以降、公選法）
の再確認を行い、今後の議会活動に反映することにしました。

挨拶状の禁止（公選法　第１４７条の２）
　町長・議員(以降、政治家)は、選挙区内の有権者に対して年賀状や暑中見舞状など「時候の
挨拶状」を出すことが禁止されています。
　「なぜ今年はあの政治家から年賀状が来ないのか？」と思われないように、挨拶状に係るさま
ざまな制限をお示しします。町民の皆さまのご理解をお願いします。

禁止されている挨拶状の一例 禁止されていないもの

× 年賀状
× 暑中見舞い状
× 残暑見舞い状
× 寒中見舞い状
× クリスマスカード
×「�喪中につき年賀状のあいさつを失礼します」
という失礼状

× 年賀電報

〇 答礼のための自筆によるもの
※以下のものは禁止
��・印刷したものに住所と氏名だけ自署したもの
��・パソコンなどで作成したもの
��・自署したものをファックスで送信したもの
〇 弔電
〇 祝電
〇 ホームページへのあいさつ状の掲載　※
〇 電子メールやＳＮＳで送信するあいさつ状　※
　※：選挙運動に当たらない範囲
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町内会の集会・
旅行等の催物への
寸志・飲食物の
差入

病気見舞

入学祝・卒業祝 葬儀の花輪・
供花

地域の運動会・
スポーツ大会への
飲食物等の差入

お祭りへの
寄附・差入

落成式・
開店祝等の
花輪

お歳暮・お年賀

香典※

これらのものも、政治家の寄附禁止の
対象となります。

みんなで徹底しよう

三ない運動
贈らない!

求めない!
受け

取らない!

結婚祝※

※祝儀や香典などの禁止
政治家の親族でない場合、選挙区内では以下のことが禁止されています。
× 政治家が出席を予定している結婚披露宴や葬式に、事前に祝儀や香典を相手方に届けること。
× 政治家の秘書や配偶者などが、葬式に代理出席して政治家の香典を相手方に渡すこと。
× 政治家が葬式の際、供花・花輪を相手方に出すこと。
× 密葬（近親者のみで内々に行う葬儀）の後日に、政治家が弔問して香典を相手方に渡すこと。

図：総務省「なるほど！選挙」より引用

寄附は
有権者が求めるのも
受け取るのもダメ！

選挙違反を犯すと、罰金・禁固・
懲役などの刑罰が候補者だけで
なく有権者などにも科せられま
す。これに加え、選挙権・被選
挙権の停止などの措置もとられ
ます。

 総務省・寄附の禁止　　　　　　　　総務省・選挙違反と罰則

＜公選法　第１９９条関連＞

〇政治家の親族に対して行う寄附は可能
　※ 親族とは６親等以内の血族および３親等以内の姻族 ( 配偶

者の血族および血族の配偶者 )

×政治家以外の人 ( 家族など ) からの政治家名義の
　寄附　
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コ
ロ
ナ
の
次
は
物
価
高
騰
支
援

臨
時
交
付
金
で
の
支
援
続
く

９
月
定
例
会
は
、
７
日
か
ら
16
日
ま
で
10
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
。
議
員
４
人
が
一
般
質
問
を
行
い
、
令
和
３
年
度
決
算
の
認

定
、
令
和
４
年
度
補
正
予
算
、
条
例
改
正
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま

た
７
月
13
日
と
８
月
22
日
に
臨
時
議
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
、
２
億
１
６
４
２
万
９
０
０
０
円
を
追
加
し
、

４
８
億
９
７
６
１
万
４
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
は
、

令
和
３
年
度
を
上
回
る
予
算
額
で
す
。

令
和
3
年
度
決
算
認
定

　
令
和
３
年
度
は
、
令
和
２
年
度

に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策（
以
降
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
）や
７
月
豪
雨
の
復
旧

事
業
で
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
支

出
金
が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
こ
の
10
年

間
で
最
大
の
歳
入
・
歳
出
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
額
は
、
３
億
５
０
７
５
万

５
０
０
０
円
の
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

　
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
に「
経
常
収
支
比
率
」が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
割
合
が
高
い
ほ
ど
、
町
が
自
由
に
使
え
る
お
金
が
少

な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
、
78
・
７
％
で

前
年
度
よ
り
も
大
幅
に
改
善
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

こ
れ
は
、
普
通
交
付
税
や
県
支
出
金
な
ど
の
臨
時
的
収
入
の

増
加
が
要
因
で
あ
り
、
町
が
自
由
に
使
え
る
お
金
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
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補 

正 

予 

算

主
な
歳
入
予
算
と
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
１
１
３
３
万
９
０
０
０
円
に
加

え
て
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
３
４
０
１
万
７
０
０
０
円
が

新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

原
油
価
格
・
物
価
高
騰

の
緊
急
対
策

湯
前
町
出
身
の
学
生
へ
給

付
金
を
支
援

　
２
０
７
万
６
０
０
０
円

　
学
業
に
励
ん
で
い
る
大
学
生
・

専
門
学
校
生
な
ど
に
支
援
金
を
交

付
し
ま
す
。

　
事
業
内
訳
は
、
職
員
の
時
間
外

勤
務
手
当
な
ど
に
５
万
円
、
消
耗

品
費
１
万
７
０
０
０
円
、
通
信
費

９
０
０
０
円
、
給
付
金
が
１
人
当

た
り
２
万
円
の
１
０
０
人
分
で

す
。

104
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消費者物価指数（総合）
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20
21
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20
21
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20
21
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20
21
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20
21
年1
1月

20
22
年1
月

20
22
年3
月

20
22
年5
月

20
22
年7
月

20
22
年9
月

水
道
料
金
を
支
援

　
９
３
８
万
８
０
０
０
円

　
町
水
道
接
続
世
帯
に
対
す
る
支

援
を
目
的
に
、
水
道
料
の
基
本
料

金
１
５
４
０
円
の
４
か
月
分
を
免

除
し
ま
す
。

　
公
共
施
設
・
公
民
館
・
消
防
詰

所
を
除
く
１
５
２
４（
う
ち
予
備

10
）世
帯
が
対
象
で
す
。

農
林
業
へ
の
経
済
対
策
支
援

２
０
０
７
万
円

　
農
林
業
者
に
対
し
、
動
力
光
熱

費
と
肥
料
費
の
15
％
を
支
援
し
ま

す
。
１
事
業
者
当
た
り
、
動
力
光

熱
費
30
万
円
、
肥
料
費
20
万
円
、

合
計
50
万
円
が
上
限
で
す
。

　
事
業
内
訳
は
、
支
援
金
２
０
０

０
万
円
、
通
信
費
７
万
円
で
す
。

商
工
業
へ
の
経
済
対
策
支
援

２
２
８
９
万
９
０
０
０
円

　
商
工
業
者
に
対
し
、
光
熱
費
と

燃
料
費
の
15
％
を
支
援
し
ま
す
。

１
事
業
者
当
た
り
、
50
万
円
が
上

限
で
す
。

　
事
業
内
訳
は
、
支
援
金
２
２
０

７
万
円
、
パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス
料

６
万
円
な
ど
で
す
。

学
校
給
食
の
食
材
費
を
支

援　
　
　
　
　
３
０
万
円

　
学
校
給
食
に
対
し
、
質
と
量
の

安
定
供
給
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
児
童
・
生
徒
保
護
者
負
担
の

食
材
費
30
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

教えて　ゆっくん
消費者物価指数って何？
　全国の世帯が購入するモノや
サービスなどの物価の変動を測
定する指標だよ。

　全国の平均的な家計消費を基
準値１００として、前年比の指
数が１０３だったら、物価が３％
上昇したことになるのだ。
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４
回
目
の
予
防
接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
費　

１
９
０
０
万
円

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株(

Ｂ
Ａ・１
型)

対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
関
す
る

費
用
で
す
。
今
回
、
４
回
目
の
接

種
と
な
り
ま
す
。
財
源
は
、
全
額

国
の
負
担
で
す
。

林
業
事
業
者
へ
の
支
援

コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
施
設
の

整
備
事
業　
２
１
０
万
円

　
協
栄
木
材
㈱
が
実
施
す
る
コ
ン

テ
ナ
苗
育
苗
施
設
整
備
事
業
の
補

助
金
と
し
て
、
国
の
補
助
対
象
金

額
の
６
％
程
度
、
２
１
０
万
円
を

補
助
し
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
苗
不
足
の
解
消

や
新
た
な
雇
用
の
創
出
な
ど
、
林

業
の
活
性
化
に
広
く
寄
与
す
る
も

の
で
す
。条 

例 

改 

正

湯
前
町
議
会
議
員
及
び
湯

前
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
制
定　

　
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律（
令
和
２
年
）に
伴
い
、
町

村
議
会
議
員
選
挙
お
よ
び
町
長
選

挙
へ
公
費
負
担
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
公
正
な
選
挙
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
資
産
の
多
少
に
か
か
わ
ら

ず
、
立
候
補
や
選
挙
運
動
の
機
会

を
持
て
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
候

補
者
の
選
挙
運
動
費
用
の
一
部

（
自
動
車
、
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
）を

公
費
で
負
担
す
る
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

　
候
補
者
が
業
者
な
ど
と
有
償
契

約
を
す
る
こ
と
が
前
提
で
す
。
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そ
の
他
の
議
案

物
品
売
買
契
約
の
締
結

（
防
災
ラ
ジ
オ
）

３
９
３
５
万
２
５
０
０
円

　

契
約
の
目
的
は
、
湯
前
町

２
８
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
デ
ジ
タ
ル
同
報

無
線
シ
ス
テ
ム
整
備
に
伴
う
戸
別

受
信
機（
防
災
ラ
ジ
オ
）の
購
入
で

す
。

　
こ
の
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
現
在
の

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
に
替
え
て
、
防
災

情
報
や
各
種
情
報
を
伝
え
る
も
の

で
す
。
町
民
へ
の
配
布
は
、
本
年

度
内
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
撤
去

は
、
各
住
宅
の
屋
外
設
備
の
取
り

外
し
工
事
も
必
要
と
な
る
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
切
り
替
え

の
猶
予
期
間
が
終
了
す
る
令
和
６

年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
契
約
方
法
は
随
意
契
約
、
契
約

先
は
東
京
テ
レ
メ
ッ
セ
ー
ジ
㈱
で

す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
デ
ジ
タ
ル
同
報
無
線
シ

ス
テ
ム
）

 

１
億
５
６
２
０
万
円

　

契
約
の
目
的
は
、
湯
前
町

２
８
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
デ
ジ
タ
ル
同
報

無
線
シ
ス
テ
ム
の
整
備
工
事
で
す
。

　
町
の
情
報
を
放
送
す
る
防
災
ラ

ジ
オ
の
配
信
局
の
整
備
、
現
在
の

屋
外
放
送
機
材
の
撤
去
、
新
た
な

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
町
内
21
カ
所

に
設
置
し
ま
す
。

　

契
約
方
法
は
指
名
競
争
入
札
、

契
約
先
は
㈱
九
電
工
人
吉
営
業
所

で
す
。防災ラジオの主な機能

◎通常は、ＦＭ・ＡＭラジオとして使用できます。
◎町の情報を流すときは、自動で切り替わります。
◎停電時は、単３電池３本で利用が可能です。
◎ 機種は、文字表示機能なしと文字表示機能付き ( 耳が

不自由な人向け ) があります。
◎ 周波数２８０ＭＨｚは、かつてポケベルで使用された

周波数で、屋内でも確実に届く特性があります。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

２
人
を
選
任

　
委
員
３
人
の
う
ち
、
２
人
の
任

期
が
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
長

谷
町
長
よ
り
選
任
を
求
め
ら
れ
、

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。（
任

期
３
年
）　
※
敬
称
略

　
平
川 

伊
三
男（
上
里
３
）　 

再

　
右
田　

 

義
郎（
野
中
田
３
） 

新

湯
前
町
選
挙
管
理
委
員
・

補
充
員
の
選
挙

　

議
長
に
よ
る
指
名
推
選
に
よ

り
、
選
挙
管
理
委
員
４
人
と
補
充

員
４
人
を
全
会
一
致
で
承
認
し
ま

し
た
。

選
挙
管
理
委
員　
※
敬
称
略

　
地
内　
正
巳　
（
植
木
） 　
再

　
中
武　
典
子　
（
上
里
３
）
再

　
東　
振
作　
　
（
下
村
） 　

新

　
金
山　
充　
　
（
下
村
） 　

新

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
愛
甲　
正
之　
（
田
上
）　 
新

　
近
藤　
千
秋   （
中
里
２
）
再

　
深
水　
茂　
　
（
中
猪
）　 

新

　
児
玉　
彩　
　
（
中
里
１
）
再

議　　　　案

吉
田  

精
二

西
　  

靖
邦

遠
坂  

道
太

椎
葉  

弘
樹

森
山
　  

宏

黒
木  

龍
次

味
岡
　  

恭

金
子  

光
喜

山
下  

　
力

倉
本  

　
豊

審議結果

（賛成：反対）

令和３年度一般会計・特別会計の決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

令和４年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

湯前町議会議員及び湯前町長の選挙におけ
る選挙運動の公費負担に関する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

物品売買契約の締結(防災ラジオ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

工事請負契約の締結(デジタル同報無線シス
テム) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

上記以外の議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

○：賛成　×：反対　－：採決なし（議長は採決に加わりません）　

議案審議の賛否一覧［条例・予算の議案１２件 ( ７月～９月 )］

7  ゆのまえ議会だより  No.40（令和4年11月） 

本会議
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４人が執行部の考えを質す

　一般質問への町民の関心を
より高めるため、ＹｏｕＴｕｂｅ
動画へのアクセスランキングを
公表します。
　皆さまの視聴が議員のモチ
ベーションにつながりますので、
ぜひご覧ください。

質問者（登壇順） 質　問　項　目 ページ

椎葉　弘樹 ①上下分離方式による鉄道の未来創造
②インターネット民営化に向けた対応 9

金子　光喜
①畑地帯の農地保全
②農地の基盤整備の可能性
③子どもの健康

10

遠坂　道太 ①加速する人口減少への対応
②Ｂ＆Ｇ体育館の利用状況 11

黒木　龍次 ①上水道の状況 12

　一般質問は、ＩＰ告知端末放送（２チャンネ
ル）とＹｏｕＴｕｂｅ動画（生放送と録画）配信
を行っています。なおＹｏｕＴｕｂｅ動画は、
パソコンやスマートフォン、タブレット端末か
ら視聴できます。

一般質問のＹｏｕＴｕｂｅライブ配信 ( 生放送 ) を行っています。

特別企画

◎ＹｏｕＴｕｂｅ動画　（「湯前町オフィシャル」で検索）

一般質問

前回一般質問
ＹｏｕＴｕｂｅアクセスランキング
どうにも止まらない！４号連続の首位は？

議員 6月一般質問

西　靖邦 124
吉田　精二 40

椎葉　弘樹 28

金子　光喜 19

遠坂　道太 14

(令和４年１０月１３日時点のアクセス数)

ランク

1位
2位
3位



椎葉 弘樹 議員

録画中継

要
旨
　
く
ま
川
鉄
道
の
課
題
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
上
下
分
離
方
式
の
負
担
は
、

経
営
改
善
と
整
備
計
画
の
実
施
で

少
な
く
な
る
見
込
み
。
長
期
運
行

計
画
で
３
つ
の
方
針
は
示
さ
れ
て
い

る
が
、
継
続
経
営
は
非
常
に
難
し

い
部
分
が
あ
る
。

　

10
市
町
村
か
ら
の
利
用
促
進
の

ア
イ
デ
ア
募
集
は
大
変
良
い
こ
と
。

こ
の
件
は
、
再
生
協
議
会
や
取
締

役
会
で
も
提
案
し
た
い
。
今
後
の

長
期
運
行
計
画
の
具
体
的
な
協
議

を
期
待
し
て
い
る
。

上
下
分
離
方
式
に
よ
る
鉄
道

の
未
来
創
造

今
後
の
協
議
に
期
待

問答

要
旨
　
肥
薩
線
の
課
題
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答
弁　
町
民
の
肥
薩
線
の
利
用
状

況
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

　

上
下
分
離
方
式
の
負
担
は
、
Ｊ

人吉駅八代駅

吉松駅

隼人駅

湯前駅
くま川鉄道JR肥薩線

１０市町村で負担
国・熊本県・

１２市町村で負担︖

国・鹿児島県・
４市町で負担︖

上下分離方式・インフラ部分の負担はどうなる︖

＜今後＞
人口減少
利用減少

更なる利用促進が必要︕

インターネット民営化に向
けた対応
住民への周知と負担に配慮

問

答

要
旨
　
住
民
へ
の
説
明
と
支
援

は
。

答
弁　
住
民
説
明
会
の
対
応
は
、

①
Ｎ
Ｔ
Ｔ
主
催
の
全
体
説
明
会
、

②�

移
行
状
況
に
応
じ
た
個
別
説
明

会
を
考
え
て
い
る
。

　
町
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
は
、
現

在
の
委
託
事
業
者
と
調
整
し
た

が
、
継
続
で
き
な
い
と
の
こ
と
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
変
更
は
、
町

の
契
約
解
除
の
前
に
行
う
必
要
が

あ
る
。

　
ネ
ッ
ト
料
金
の
差
は
、
Ｉ
Ｐ
電

話
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
選
択
で
、

現
状
と
変
わ
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
住
民
負
担
は
、
初
期
工
事
費

や
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
周
辺
機
器
の
有
料

設
定
が
あ
る
。
町
か
ら
の
支
援
は

特
に
考
え
て
い
な
い
が
、
事
業
者

に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
お
願
い
す
る

な
ど
、
極
力
町
や
利
用
者
の
負
担

が
無
い
よ
う
に
し
た
い
。
住
民
負

担
や
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
、
Ｈ
Ｐ
や
広
報

誌
な
ど
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

公設公営は公設公営は
行政負担行政負担 が大きい！

NTTの光インターネット提供エリア

県内のインター
ネットは、今後も
民間サービスの
利用が進む

Ｒ
九
州
の
復
旧
内
容
で
変
わ
る
。

持
続
可
能
な
公
共
交
通
に
向
け
て
、

各
自
治
体
の
主
体
的
な
実
施
、
地

元
の
熱
意
と
覚
悟
、
国
の
財
政
支

援
が
必
要
。
再
生
協
議
会
と
関
係

市
町
村
に
よ
る
活
用
策
の
検
討
が
一

番
。
今
後
の
協
議
を
待
ち
た
い
。
そ

の
う
え
で
町
の
総
合
計
画
に
掲
載

し
た
動
き
も
考
え
ら
れ
る
。

9  ゆのまえ議会だより  No.40（令和4年11月） 

一般質問
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一般質問

金子 光喜 議員

録画中継

畑地帯の農地保全

子
ど
も
の
健
康（
む
し
歯
の

増
加
）

さまざまな制度利用や
取り組みを促す

口
腔
衛
生
教
育
の
全
体
的
な

見
直
し
を
図
る

問

問

答

答

要
旨
　
耕
作
放
棄
地
の
現
状
は
。

答
弁　
令
和
３
年
度
で
、田
が
５・

９
ha
、
畑
が
４・
２
ha
。
畑
地
帯

だ
け
を
見
る
と
全
体
の
６
％
程
度

が
遊
休
農
地
。

要
旨
　
子
ど
も
の
む
し
歯
の
現
状

と
対
策
は
。

答
弁　

本
町
の
１
歳
６
カ
月
児

は
、
む
し
歯
有
病
者
数
が
０
％
だ

が
、
年
齢
が
上
が
る
ご
と
に
増
加

傾
向
。
３
歳
児
23
％
、　

12
歳
児

59
％
、
県
内
で
は
40
番
目
と
な
り

ワ
ー
ス
ト
６
位
。

　
乳
歯
が
生
え
て
く
る
生
後
六
カ

月
頃
か
ら
、
歯
と
口
の
健
康
づ
く

り
の
重
要
性
を
保
護
者
に
伝
え
る

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
そ
の
中

100

75

50

25

0

％

30.39 26.99
19.67

38.74

49.02

39.87
46.89 47.08

44.18

29.24
35.02

0.71 0.66 0.57
1.04

1.57

0.88

1.36 1.20 1.19
0.78 0.96

5

3.75

2.5

1.25

0

本

宇城　  玉名　   鹿本　  菊池　  阿蘇　上益城　八代　  芦北　  球磨　  天草　 熊本市  熊本県 宇城　   玉名　    鹿本　   菊池　   阿蘇　 上益城　 八代　   芦北　   球磨　   天草　 熊本市   熊本県

2.17

58.95

100

75

50

25

0

％

30.39 26.99
19.67

38.74

49.02

39.87
46.89 47.08

44.18

29.24
35.02

0.71 0.66 0.57
1.04

1.57

0.88

1.36 1.20 1.19
0.78 0.96

5

3.75

2.5

1.25

0

本

宇城　  玉名　   鹿本　  菊池　  阿蘇　上益城　八代　  芦北　  球磨　  天草　 熊本市  熊本県 宇城　   玉名　    鹿本　   菊池　   阿蘇　 上益城　 八代　   芦北　   球磨　   天草　 熊本市   熊本県

2.17

58.95

で
も
、
保
護
者
に
よ
る
仕
上
げ
磨

き
が
、
乳
幼
児
期
の
む
し
歯
予
防

に
は
必
要
。

　
む
し
歯
な
ど
の
課
題
に
学
校
が

適
切
に
対
応
す
る
に
は
、
家
庭
や

地
域
社
会
と
の
連
携
が
不
可
欠
と

考
え
る
。
学
校
保
健
事
業
で
の
家

庭
へ
の
受
診
勧
告
や
、
保
健
だ
よ

り
を
通
し
て
の
普
及
啓
発
を
図
っ

て
い
る
。

要
旨
　
口
腔
衛
生
教
育
の
充
実

は
。

答
弁　
学
校
現
場
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
講
演
会
も
あ
る
が
、
全
体
的
な

見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
関
係
者

と
協
議
し
て
歯
科
関
係
の
講
演
を

や
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

問
　
農
地
の
基
盤
整
備
の
可
能
性

答　
関
係
者
に
意
見
を
伺
う
事
か

ら
始
め
た
い
。

要
旨
　
鳥
獣
被
害
の
現
状
と
対
策

は
。

答
弁　
年
間
で
50
万
円
か
ら
60
万

円
の
被
害
報
告
が
あ
る
が
、
正
確

な
数
字
は
掴
め
て
い
な
い
。
実
際

は
こ
れ
以
上
あ
る
と
思
う
。
捕
獲

の
ほ
と
ん
ど
が
罠
猟
に
よ
る
も
の

で
、
狩
猟
者
が
増
え
て
い
な
い
の

が
現
状
。

要
旨
　
農
道
な
ど
の
整
備
は
。

答
弁　
以
前
は
営
農
の
用
に
供
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
関
係
者
の
皆

さ
ま
で
維
持
管
理
を
し
て
き
た
。

現
状
は
十
分
な
対
応
が
で
き
て
い

な
い
。
今
後
は
、
町
の
予
算
で
の

対
応
も
必
要
に
な
る
と
思
う
。
ま

た
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
な

ど
の
利
用
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
、
地
区
に
出
向
い
て
説
明

し
促
し
て
い
き
た
い
。

熊本県「歯の健康」ページ

【熊本県】むし歯有病者率（中学 1 年生）

【熊本県】一人平均むし歯数（中学 1 年生）
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一般質問

遠坂 道太 議員

録画中継

Ｂ＆Ｇ体育館の利用状況
長期的な視点で改修計画を
進める必要がある

問

答

加
速
す
る
人
口
減
少
へ
の
対
応

人
材
育
成
、
後
継
者
対
策
、
仕
事
づ
く
り
に

取
り
組
む

問答要
旨
　
若
者
が
希
望
を
持
ち
安
心

し
て
働
け
る
場
を
ど
の
よ
う
に
確

保
す
る
の
か
。

答
弁　
ワ
ー
ケ
―
シ
ョ
ン
・
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
、
体
験

な
ど
を
通
し
て
、
本
町
で
起
業
で

き
る
候
補
企
業
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
的

に
来
て
も
ら
い
、
そ
の
働
く
環
境

な
ど
を
確
認
し
て
も
ら
い
、
企
業

誘
致
、
働
く
場
の
創
出
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

　

色
々
と
提
案
を
受
け
た
中
で
、

２
つ
の
提
案
を
十
分
検
討
す
る
。

（
２
つ
の
提
案
）

〇 

商
工
業
と
観
光
事
業
に
関
し
て

駅
前
を
拠
点
と
し
た
ア
ニ
メ

街
、
食
べ
物
と
お
土
産
品
の
店

舗
街
の
創
出
。

〇 

湯
前
町
の
山
や
川
を
活
用
し
た

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
。

要
旨
　
誰
も
が
住
み
た
く
な
り
、

安
心
し
て
住
み
続
け
、
子
育
て
し

た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的

な
考
え
は
。

答
弁　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
充
実
し
た

教
育
環
境
づ
く
り
、
子
育
て
世
帯

の
経
済
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
は
、
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
安
心
し
て
受
診
で
き

る
医
療
体
制
の
確
保
、
子
育
て
世

代
の
相
談
体
制
の
確
立
を
講
じ
る

こ
と
で
、
若
い
世
代
や
子
育
て
世

代
が
こ
の
町
に
住
み
続
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

要
旨
　
現
在
の
利
用
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
の
利
用

は
、
平
成
29
年
度
か
ら
令
和

元
年
度
ま
で
の
平
均
値
で
年
間

１
万
７
２
０
０
人
。
令
和
３
年
度

が
１
万
人
と
落
ち
込
ん
で
い
る
。

要
旨
　
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
体

育
館
の
空
調
整
備
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

答
弁　
今
後
、
各
体
育
館
施
設
を

安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
利

用
者
の
使
い
や
す
い
施
設
と
な
る

よ
う
、
長
期
的
な
視
点
の
上
で
改

修
な
ど
の
計
画
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

施設利用を進めるＢ＆Ｇスタッフ(右から安井さん、大森さん、恒松さん)
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一般質問

要
旨
　
現
在
ま
で
の
本
管
工
事
の

進
捗
状
況
は
。

答
弁　
平
成
26
年
度
に「
湯
前
町

水
道
事
業
基
本
計
画
」「
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
、
経
営
状
況

を
分
析
。
将
来
の
水
需
要
を
予
想

し
て
、
今
後
20
年
間
の
経
営
計
画

を
立
て
た
。
本
計
画
に
よ
り
、
老

朽
化
し
た
配
水
管
本
管
を
耐
震
管

（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
）へ
布
設
替
え

す
る
工
事
を
平
成
28
年
度
か
ら
始

め
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
ま
で
に
、
全
体
の

本
管
延
長
約
52
㎞
の
う
ち
、
約

24
％
に
あ
た
る
12
・
５
１
４
㎞
の

布
設
替
え
を
終
了
。

要
旨
　
本
管
の
今
後
の
工
事
計
画

は
。

答
弁　
補
助
対
象
と
な
る
耐
用
年

数
40
年
を
経
過
し
た
管
か
ら
実

上水道の状況

老朽化した管路５２㎞の
全耐震化を実施中

問

答

施
。令
和
３
年
度
ま
で
に
浅
鹿
野・

古
城
の
一
部
、
野
中
田
・
田
上
・

馬
場
・
瀬
戸
口
の
一
部
を
完
了
。

今
後
は
、
経
営
計
画
の
見
直
し
を

行
い
、
事
業
年
度
を
５
カ
年
延
長

し
、
令
和
24
年
度
に
は
耐
震
化
へ

の
更
新
を
終
了
す
る
。

要
旨
　
浄
水
場
の
新
設
は
考
え
て

い
る
か
。

答
弁　
現
在
の
浄
水
場
は
、
水
量

も
豊
富
で
あ
り
、
水
質
も
安
定
、

標
高
も
高
く
最
適
な
場
所
で
あ

る
。

　
耐
用
年
数
を
令
和
27
年
の
更
新

と
答
え
た
が
、
老
朽
化
の
度
合
い

な
ど
に
よ
り
、前
倒
し
も
考
え
る
。

要
旨
　
全
工
事
終
了
時
の
企
業
債

は
。

答
弁　
令
和
24
年
度
に
完
了
し
た

と
き
、
約
８
億
円
の
企
業
債
残
額

と
な
る
見
通
し
。
そ
の
と
き
は
現

金
残
高
が
約
７
億
円
程
度
に
な
る

計
画
と
な
る
た
め
、
水
道
料
金
の

値
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

　
た
だ
し
、
今
後
の
経
営
状
況
な

ど
に
よ
っ
て
は
、
値
上
げ
が
あ
り

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

要
旨
　
予
備
の
水
源
調
査
は
考
え

て
い
る
か
。

答
弁　
今
後
も
継
続
し
て
水
源
の

確
保
の
た
め
調
査
は
必
要
。

　
現
在
の
浄
水
場
は
、
右
側
の
谷

か
ら
取
水
し
て
い
る
が
、
本
谷
か

ら
の
取
水
も
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ

ち
ら
か
ら
入
れ
る
こ
と
も
あ
り
え

る
。耐震管への布設替え工事
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全員協議会 7月13日、 7月25日、 8月1日、 8月22日、 8月25日
9月8日、 9月26日

主 な 協 議 事 項

ストップ！空き家 
４年間で新たに７０戸増

５月２日から３１日にかけて、町内空き家の追
跡調査が行われました。

　令和４年度の湯前町空き家調査の結果が報告されました。平成３０年度に実施した町内空き家の調査
データを基に追跡調査を行い、令和５年度の湯前町住生活基本計画の策定に活用することが目的です。
　本調査では、区長と地域おこし協力隊で各地区の空き家を回り、空き家数の増減や目視による外観
調査および所有者の連絡先などの情報を収集しています。

横谷 ( 旧国道 219 号 ) の災害復旧工事を視察しました。

空 き 家 の 推 移

平成３０年度 戸数 利用 解体 新たな空き家 令和４年度 戸数

２０７ ２５ １８ ７０ ２３４地区の空き家割合 （単位：％）

地区の空き家数（単位：戸）

 ［参考］熊本空き家見守り隊ＨＰ

空き家の適正管理は、法的に所有者の責務です！
建築基準法第８条、民法第７１７条、空家等対策特別措置法

全員協議会

倒壊の恐れ（22戸）や
周囲が迷惑している
空き家が多数あり！
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委員会

委 員 長 遠坂 道太
副委員長 味岡　恭
委　　員 山下 力、金子 光喜、森山 宏

8月23日・ 9月14日

企画経済建設常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎田んぼダムの現状
◎第２期湯前町総合戦略の検証結果

町内のスマート田んぼダム３９筆
人吉球磨管内全域で拡大
　湯前町では、深田中山間地域の水田３９筆に自動給排水栓を設置し、スマート田んぼダムによる
洪水の影響や水管理能力の節減効果を検証しています。検証期間は、令和３～４年度の2年間です。
　また人吉球磨では、７市町村の２９６ha で田んぼダムの実証実験を行っています。令和５年度
末の目標値は５４０ha、最終的には人吉球磨全域で３３００ha に拡大する計画です。

スマート田んぼダムの実証実験

教えて　ゆっくん
田んぼダムって何？
　田んぼの多面的機能の一つ「水を貯める能
力」を利用して、大雨時に排水口を小さくし
て一時的に水を貯め、河川への流出量を抑制
する取り組みなのだ。
　さらにスマート田んぼダムは、農家の労力
軽減のため、自動給排水用の機械を活用し、
遠隔操作ができるのだ。
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委員会

次の所管事務を調査しました。
◎第７期湯前町行財政改革計画
◎第２期湯前町総合戦略の検証結果

委 員 長 椎葉 弘樹
副委員長 吉田 精二
委　　員 倉本 豊、黒木 龍次、西 靖邦

8月23日・9月14日

総務厚生文教常任委員会

町民生活に影響する行財政改革計画
行政の生産性向上が課題
湯前町では、平成１６年度に「第１期湯前町行財政再建計画」を策定し、３年ごとに計画を見直
しながら第７期を実行しています。第７期計画の期間は、令和４年度～令和８年度の５年間です。

　職員数は、平成１７年度の７７人から令和２年度には６６人へ減少しました。近年は、住民サー
ビスの多様化により職員の業務負担が増加しています。
　今後は、自治体ＤＸの推進によるデジタル社会への対応など、ＩＣＴ技術を活用した住民の利
便性の向上や業務の効率化に取り組みます。また、人員や歳出の削減だけでなく、限られた行政
資源の中で質の高いサービスを提供していきます。

行財政改革７つの柱 小分類
１．行財政改革を進める上での基盤・姿勢の再構築 ① 定員管理の適正化

②  効率的な行政サービス提供へ向けた職員体制・
人材育成の推進

③ 行政情報発信の強化

２．健全な財政運営の確保 ① 経常収支比率の更なる改善
② 実質公債費比率の維持
③ 給与の適正化
④ 町税および受益者負担金の公平

３．町単独補助金の施策の再構築 ① 町単独補助金の見直し
４．町民の協働の町づくり ① 町民参加型の行政運営づくり
５．環境にやさしい町づくり ① ごみを減らし環境美化に努める町づくり

② 省エネ・節電を徹底した地域づくり
６．健康寿命の延伸と医療費の抑制 ① 健康な生活をつづけるための取り組み

７．定住促進と人口流失の抑制 ① 定住促進のための取り組み
② 人口流出抑制のための取り組み

【課 題】
　〇職員の年齢構成の均等化と定数の見直し
　〇本計画の年度ごとの見直し

第７期湯前町行財政改革計画
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一部事務組合

上球磨消防組合議会

どうする！人吉球磨の消防体制
国の消防広域化推進期限を見据えた要望
　上球磨・人吉下球磨2つの消防組合と熊本県は、８月８日から９日にかけて、「令和２年７月豪雨
災害を踏まえた消防署所の再配置に係る財政支援に関する要望書」を、金子(前)総務大臣をはじめ総
務省内の官職および県選出国会議員へ提出しました。
　両組合の消防広域化は、消防施設の再編整備、消防指令システムの改修などと並行して進めてい
く方針ですが、国の消防広域化推進期限（令和６年４月１日）での実現は困難な状況です。

公用車寄贈式
　８月１２日に公用車寄贈式があり、岩下兄弟㈱
から７人乗り車両が寄贈されました。
　同社からの寄贈は、昭和６０年から数えて5台
目になります。
　署員の研修や訓練などで活用される予定です。

＜上球磨消防議員　森山＞

今後の人口減少・・・
消防体制の広域化をどうつくる？！

上球磨・下球磨
通信指令システム
共同運用

（Ｒ６～Ｒ７目途で
検討中）

岩下兄弟㈱より寄贈された車両
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一部事務組合

公立多良木病院企業団議会

令和３年度決算　２年連続の黒字決算
３事業で純利益９億２３２５万円
令和３年度は、医業収益の増加や新型コロナウイルスに係る国の補助金などもあり、①病院事
業、②介護老人保健施設事業（シルバーエイト）、③総合健診センター事業（コスモ）の３事業で、
９億２３２５万円の純利益となり、２年連続の黒字経営となりました。（総収益５０億９８９５万円、
総支出４１億７５７０万円）

①病院事業　８億２９９０万円の純利益
　医療の確保、感染対策の徹底、政策医療の推進などを地道に
実践し、地域医療と緊急医療の維持に努めました。その結果、
医業収益が１億５７９１万円増など、感染対策と経営改善の両
立を果たすことができました。
　◎入院患者数 　　： 前年比２０５３人減の５万７２１人
　◎外来延べ患者数 ： 前年比３３９６人増の９万５１７６人

②介護老人保健施設事業（シルバーエイト）
６４７８万円の純利益
◎利用者数の増加

418,619 

63,657 
27,618 

335,629  

57,179  
24,761  

①病院事業　　　　  ②シルバーエイト　　　　　　 ③コスモ

３事業の収益と費用（単位：万円）

収益 費用

＜公立病院議員　金子・遠坂＞

③総合健診センター事業（コスモ）
２８５７万円の純利益
◎健診受診者数の増加、給与費・経費などの費用減。
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議員派遣

創造的人材で地域経済の循環づくり

ふるさと納税で生産者の売上アップ

本町議会だよりが全国研修会で紹介されました

令和４年１０月４日 ( 火 )　熊本県立劇場コンサートホール
講師　 大南　信也 氏［認定ＮＰＯ法人グリーンバレー・理事］
演題　「地方創生とまちづくり」

令和４年７月２７日 ( 水 )　 御船町カルチャーセンター
講師　三科　公孝　氏　［株式会社ノウハウバンク・代表取締役］
演題　「ふるさと納税　成功事例と活用のポイント」

 令和４年９月２１日 ( 水 )　 東京都シェーンバッハ・サボー

令和４年度熊本県町村議会議員研修会

令和４年度町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会

令和４年度全国町村議会広報研修会

議 員 派 遣

まちづくり研修の様子

研修 講師 演題

①
越地　真一郎　氏

［ 議会広報ファシリテーター・熊本大学
客員教授］

そろそろ化けませんか !!
～絶滅危惧から持続可能な議会広報へ～
☆この研修で紹介されました！（下の写真）

② 谷　浩明　氏
［東京都杉並区広報専門監］

これからの議会広報を考える　～住民に“伝わる”
情報発信と広報作成のポイント

③ 吉村　潔　氏
［エディター］

優良議会広報クリニック
～３つの議会広報が教えてくれること～

研修資料や議員報
告書は、議会図書
室にありますので、
住民の皆さまもご
覧いただけます！

全国研修会のスクリーンで本町議会だよりが５ページ紹介されました。

研修内容
記録（報告）型から読み物（提案）型へ（住民と一緒に考える）
議会だより　＝ 広聴＆広報 (Public Relations)
　　　　　　＝ 人々との関係性づくり ( コミュニケーション機能 )
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議 会 事 務 局 の 窓

議会の窓

議 長 の 窓

議会スケジュール【10 月～ 12 月】
活動內容 日程（予定） 対応者

議会広報調査特別委員会 １０／５　企画会議
１０／１３　編集会議 広報委員

県町村議会議員研修会 １０／４　(熊本) 全議員
郡議長会 １０／７　(人吉) 倉本
上球磨４町村長と上球磨正副議長会
との懇談会 １０／１８　(多良木) 金子、倉本

上球磨正副議長会 １０／１８　(多良木)
１１／１７　(水上) 金子、倉本

新富町議会議員行政視察研修 １１／９ 広報委員
議長全国大会、産業行政視察研修 １１／９～１１ 倉本

常任委員会 １１／１４　総務厚生文教
１１／１８　企画経済建設 全議員

県町村議会広報研修会 １１／２４　(益城) 広報委員

本会議 １０／２８　臨時会
１２／８～１５　定例会 全議員

議会全員協議会 １０／２４　１０／２８　１１／２８
１２／２６ 全議員

台風被害にどう備える
被害状況をふり返る
　このたびの台風１４号で被災された町民の方には謹
んでお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復
旧を心よりご祈念申し上げます。
　大型で猛烈な台風１４号は史上最強クラスの台風と
言われ、本町でも最大級の警戒をしていましたが、幸
いにも人的被害はありませんでした。しかし、町内い
たるところで倒木や土砂の流出による道路の寸断、公
共施設の屋根の破損、稲の倒伏や果実の落下などの農
業被害など甚大な被害が発生しました。
　令和２年７月豪雨災害の復旧・復興の最中でありな
がら、再度の被災となってしまいましたが、復旧・復
興の歩みを止めるわけにはいきません。新型コロナウ
イルス感染症に加え物価高騰が続く中、今回の台風被
害と経済的にも厳しい状況の中ですが、安心・安全な
まちづくりのため、町民の皆さまの声を町政に反映で
きるよう、議会としても執行部に提言してまいります。

国道２１９号（中猪地区）の崩壊現場



湯前町議会のホームページもご覧ください。湯前町議会

「住民の声」にご協力いただける方は、議会事務局までお電話下さい。☎0966-43-4111(内線261)

年４回にわたり、特集ページに関するテーマを設定し、住民の
皆さまからご意見をいただきます。

選挙関係者インタビュー①　テーマ

選挙関係者インタビュー②テーマ

◆議会広報調査特別委員会
　私たちが編集しました。　
　委員長　森山　宏　　　副委員長　西　靖邦　
　委　員　金子　光喜　　椎葉　弘樹
　　　　　遠坂　道太　　吉田　精二

▼このたびの9月の大型で猛烈な台風14号の被害に遭われ
た皆さまへ心よりお見舞い申し上げます。

▼今後、農業公社が新たな事業に取り組むには、早急な事
務局体制の構築が望まれます。

▼最後までお読みいただき、ありがとうございました。表
紙や中身の構成、配信中の「ＹｏｕＴｕｂｅ」など、議会だ

よりへのご意見をいただけるとうれしいで
す。今後も分かりやすい情報発信に努めて
参りますので、よろしくお願いします。

(西）
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〇選挙の啓発に向けて　　　
　このたび、議会の選挙によりまして、湯前町選挙管理委員
に就任することとなりました。
　４期目でもあり、７６歳という高齢でもありますが、３期１２年の経験を基に、湯
前町選挙管理委員の一委員として、適正な選挙の管理・執行に努めさせていただきた
いと思っております。
　１８歳以上が有権者となりまして、若い世代の投票率が少しは上がりましたが、若
者の投票率は低い状況です。若者に政治にも関心を持っていただき、投票率が向上し
ますことを願い、選挙の啓発活動や、明るく正しい選挙の管理・執行に努めていきた
いと思います。よろしくお願いいたします。

〇明るい選挙を実現するために　　　
　選挙の「三ない運動」という言葉を聞かれたことがあると思います。
これは、明るい選挙を実現するために、政治家 ( 候補者、立候補者、現に公職にある人 )
が選挙区内の人にお金や物を贈らない、また有権者が寄附を求めない、受け取らない
といった三つの「ない」のことで、これらを徹底することで、公平・公正な選挙を実
現させましょう。という運動のことです。これらの中には、生活に身近なものまで含
まれていますので、皆が意識していくことが大切だと思います。
　政治家と私たち有権者とのつながりはとても大切ですが、選挙は私たちの意見を政
治に反映させるためのものです。身近な町の選挙から国の選挙までいろいろな選挙が
ありますが、有権者一人一人が政治に関心を持ち、自分の意思で投票することが大切
だと思います。 

選挙管理委員会  委員長
地内　正巳さん

選挙管理委員会  委員
中武　典子さん
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